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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

 ① 当期の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、踊り場を脱し、緩やかな拡張を遂げました。鉱工業生産が回復し、輸

出も緩やかに伸びております。雇用・所得ともに堅調なことから、個人消費も底堅く推移いたしました。 

海外経済につきましては、ユーロ圏では個人消費、中国では鉱工業部門の回復が寄与し、緩やかに景況感が改

善いたしました。米国も個人消費が景気を下支えしております。 

このような経済環境のもと、当社グループでは、素形材事業部門と土木建築機材事業部門が堅調に推移し、連

結売上高は31,981百万円（前期比5.6％増）となりました。損益面では、事業の再構築や高付加価値品の受注増な

ど粗利率改善努力の積み上げにより、営業利益は2,165百万円（前期比49.3％増）、経常利益は2,041百万円（前

期比79.6％増）となりました。一方、工場設備の一部につきまして減損損失を計上致しました結果、親会社株主

に帰属する当期純利益は、755百万円（前期は損失1,119百万円）となりました。 

 ② 当期のセグメント別の業績概況 

［素形材事業］ 

 精密鋳造品は、事業構造改革の成果が表れ、自動車部品を中心に受注が回復いたしました。鋳鋼品は、船舶関

連の需要減退に伴い、生産低迷が続いております。異型鋼につきましては、電子機器向けや自動化関連投資に伴

う受注が好調に推移いたしました。アルミダイカスト品も、一部ユーザーの需要増を取り込み、生産が順調に進

みました。これらの結果、売上高は11,294百万円（前期比6.0％増）となりました。 

［土木建築機材事業］ 

 建築関連は官庁工事の入札延期などの影響を受け、翌期以降に延期となる物件が複数ありました。土木関連

は、短納期の震災復興関連需要が入り、当期中に売り上がる物件が増えました。維持補修関連も回復し、受注が

堅調に推移しました結果、売上高は13,910百万円（前期比13.8％増）となりました。 

［産業機械事業］ 

 油圧機器につきましては、建設機械向けシリンダーは堅調に推移したものの、掘削機用ジャッキと免制震ダン

パーの受注が伸びませんでした。ゴム用射出成型機につきましては、引き続き主力製品の販売が堅調でした。こ

れらの結果、売上高は6,267百万円（前期比9.6％減）となりました。 

［不動産賃貸事業］ 

 不動産賃貸につきましては、売上高は509百万円（前期比6.6％増）となりました。 

 ③ 次期の見通し

今後の国内経済は、引き続き、金融緩和効果や堅調な雇用・所得環境などに下支えされていくものと予想され

ます。一方、株価や為替の乱高下の影響など、不透明感も拭いきれません。 

日本経済全体として、海外需要頼みの状況に変わりはなく、世界経済の影響が大きいことも不安材料です。特

に、欧州の政治情勢や米国新政権の政策不確実性など、様々な地政学的リスクが懸念される状況が続いておりま

す。 

当社グループは、このような情勢に対して、国内需要を取りこぼさないよう、きめ細かい受注活動に取り組む

と共に、世界の需要動向や市場状況の変化に即応できるような営業力、技術力の強化に努めてまいります。同時

に、生産効率化による収益力向上と、品質安定化による顧客満足度向上を両立させ、更なる成長を目指します。

また、最終年度を迎える第２次中期経営計画「川金ReBORN」に掲げる“柔軟な体制づくり”を推進し、着実に歩

みを進めてまいります。 

次期の連結業績見通しにつきましては、売上高31,000百万円、営業利益1,600百万円、経常利益1,600百万円、

親会社株主に帰属する当期純利益900百万円を見込んでおります。 
 

注）なお、通期の見通し、業績予想につきましては、現時点において入手可能で合理的な情報に基づき判断し

たものであり、不確実性が内在しているため、実際の業績は要因の変化により見通しとは異なる場合が生

じることをご承知おき下さい。
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(2）当期の財政状態の概況

 当連結会計年度末の資産は37,773百万円となり、前連結会計年度末と比較し2,691百万円増加しました。主に売掛

債権が増加したためであります。負債は20,962百万円となり、前連結会計年度末と比較し1,661百万円増加しまし

た。主に短期借入金が増加したためであります。純資産は16,811百万円となり、前連結会計年度末と比較し1,030百

万円増加しました。主に利益剰余金が増加したためです。

(3)当期のキャッシュ・フローの概況 

 当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」）は、投資活動によるキャッシュ・フローの支出

の増加により、前連結会計年度末と比較し資金の残高は1,600百万円減少し4,797百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動によるキャッシュ・フローにより獲得された資金は487百万円(前期比2,493百万円の減少)となりました。

これは主に売上債権の増加等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動によるキャッシュ・フローにより支出された資金は2,143百万円(前期比1,113百万円の支出増加)となりま

した。これは主に、連結子会社株式の取得による支出の増加等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動によるキャッシュ・フローにより獲得された資金は123百万円(前期比399百万円の減少)となりました。こ

れは主に、長期借入れによる収入の減少等であります。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

 当社グループは日本基準を採用しており、国際会計基準への変更は検討しておりませんが、国際会計基準の動向につ

いては、情報収集に努めてまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,527,938 4,927,917 

受取手形及び売掛金 7,449,327 8,474,193 

電子記録債権 837,426 2,285,016 

たな卸資産 5,198,231 5,694,723 

未収入金 298,964 441,183 

繰延税金資産 218,989 243,757 

その他 279,898 178,924 

貸倒引当金 △21,919 △19,146 

流動資産合計 20,788,857 22,226,569 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,541,515 3,036,381 

機械装置及び運搬具（純額） 3,304,080 3,090,115 

工具、器具及び備品（純額） 284,395 253,186 

土地 4,095,242 4,255,664 

建設仮勘定 54,217 81,280 

有形固定資産合計 11,279,450 10,716,628 

無形固定資産    

のれん - 1,350,967 

その他 317,348 317,132 

無形固定資産合計 317,348 1,668,100 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,215,344 2,653,331 

退職給付に係る資産 5,596 6,093 

その他 519,807 562,470 

貸倒引当金 △44,790 △59,974 

投資その他の資産合計 2,695,957 3,161,920 

固定資産合計 14,292,756 15,546,649 

資産合計 35,081,614 37,773,219 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成29年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,422,766 4,846,667 

短期借入金 600,000 2,743,800 

1年内返済予定の長期借入金 4,816,500 4,640,947 

リース債務 388,097 283,843 

未払法人税等 246,033 428,672 

未払消費税等 137,701 204,959 

未払費用 315,811 399,578 

製品保証引当金 - 6,871 

賞与引当金 274,671 284,862 

事業構造改善引当金 408,352 117,469 

その他 619,721 861,447 

流動負債合計 12,229,656 14,819,119 

固定負債    

長期借入金 4,830,532 3,806,919 

リース債務 765,390 651,980 

繰延税金負債 165,178 394,503 

役員退職慰労引当金 239,540 246,956 

環境対策引当金 - 106,000 

退職給付に係る負債 351,871 277,566 

その他 718,829 658,963 

固定負債合計 7,071,341 6,142,889 

負債合計 19,300,997 20,962,008 

純資産の部    

株主資本    

資本金 500,000 500,000 

資本剰余金 689,600 689,600 

利益剰余金 11,201,814 11,808,996 

自己株式 △40,233 △40,236 

株主資本合計 12,351,181 12,958,360 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 687,667 958,136 

為替換算調整勘定 979,210 1,040,575 

その他の包括利益累計額合計 1,666,877 1,998,711 

非支配株主持分 1,762,556 1,854,138 

純資産合計 15,780,616 16,811,210 

負債純資産合計 35,081,614 37,773,219 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

売上高 30,286,242 31,981,626 

売上原価 24,308,468 25,061,189 

売上総利益 5,977,773 6,920,436 

販売費及び一般管理費 4,527,310 4,755,314 

営業利益 1,450,463 2,165,121 

営業外収益    

受取利息 5,748 3,796 

受取配当金 49,559 51,762 

受取賃貸料 12,883 11,177 

助成金収入 123,873 52,027 

受取保険金 75,596 24,837 

その他 27,919 29,447 

営業外収益合計 295,581 173,049 

営業外費用    

支払利息 108,017 90,769 

為替差損 469,096 172,598 

その他 32,012 33,021 

営業外費用合計 609,126 296,389 

経常利益 1,136,918 2,041,781 

特別利益    

固定資産売却益 2,194 3,479 

投資有価証券売却益 45,859 - 

負ののれん発生益 - 330,716 

事業構造改善引当金戻入額 - 177,573 

その他 3,146 100 

特別利益合計 51,201 511,869 

特別損失    

固定資産処分損 21,391 7,504 

減損損失 1,336,826 792,049 

事業構造改善引当金繰入額 408,352 - 

財務調査費用 172,145 53,158 

環境対策引当金繰入額 - 106,000 

その他 2,950 5,478 

特別損失合計 1,941,666 964,191 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
△753,546 1,589,459 

法人税、住民税及び事業税 580,491 745,958 

法人税等調整額 △25,324 20,740 

法人税等合計 555,167 766,698 

当期純利益又は当期純損失（△） △1,308,714 822,760 

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に

帰属する当期純損失（△） 
△189,509 66,978 

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△） 
△1,119,204 755,781 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

当期純利益又は当期純損失（△） △1,308,714 822,760 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △364,102 275,600 

為替換算調整勘定 219,757 62,539 

その他の包括利益合計 △144,345 338,140 

包括利益 △1,453,059 1,160,900 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 △1,270,080 1,087,614 

非支配株主に係る包括利益 △182,979 73,286 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 500,000 688,042 12,469,619 △40,219 13,617,443 

当期変動額           

剰余金の配当     △148,599   △148,599 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）     △1,119,204   △1,119,204 

自己株式の取得       △14 △14 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動   1,557     1,557 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - 1,557 △1,267,804 △14 △1,266,261 

当期末残高 500,000 689,600 11,201,814 △40,233 12,351,181 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 為替換算調整勘定 

その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 1,041,289 776,463 1,817,753 1,950,571 17,385,767 

当期変動額           

剰余金の配当         △148,599 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）         △1,119,204 

自己株式の取得         △14 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動         1,557 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△353,622 202,746 △150,875 △188,014 △338,890 

当期変動額合計 △353,622 202,746 △150,875 △188,014 △1,605,151 

当期末残高 687,667 979,210 1,666,877 1,762,556 15,780,616 

 

- 8 -

株式会社川金ホールディングス（5614）　平成29年３月期　決算短信



当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 500,000 689,600 11,201,814 △40,233 12,351,181 

当期変動額           

剰余金の配当     △148,599   △148,599 

親会社株主に帰属する当期
純利益     755,781   755,781 

自己株式の取得       △3 △3 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動         - 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）         - 

当期変動額合計 - - 607,181 △3 607,178 

当期末残高 500,000 689,600 11,808,996 △40,236 12,958,360 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

為替換算調整勘定 
その他の包括利益累
計額合計 

当期首残高 687,667 979,210 1,666,877 1,762,556 15,780,616 

当期変動額           

剰余金の配当         △148,599 

親会社株主に帰属する当期
純利益         755,781 

自己株式の取得         △3 

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動         - 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 270,469 61,364 331,833 91,582 423,415 

当期変動額合計 270,469 61,364 331,833 91,582 1,030,593 

当期末残高 958,136 1,040,575 1,998,711 1,854,138 16,811,210 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
△753,546 1,589,459 

減価償却費 1,073,186 982,560 

のれん償却額 - 100,891 

負ののれん発生益 - △330,716 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20,030 △2,982 

製品保証引当金の増減額（△は減少） - 112 

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,705 10,191 

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） 408,352 △251,720 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8,293 7,416 

環境対策引当金の増減額（△は減少） - 106,000 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △658 △74,304 

受取利息及び受取配当金 △55,308 △55,559 

支払利息 108,017 90,769 

投資有価証券売却損益（△は益） △45,859 - 

固定資産売却損益（△は益） △2,194 △3,479 

固定資産処分損益（△は益） 21,391 7,504 

減損損失 1,336,826 792,049 

売上債権の増減額（△は増加） 902,327 △2,150,421 

たな卸資産の増減額（△は増加） △250,041 △180,963 

仕入債務の増減額（△は減少） 374,836 103,331 

未収入金の増減額（△は増加） 220,428 △133,029 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 240,202 93,783 

その他 412,781 387,093 

小計 3,975,299 1,087,989 

利息及び配当金の受取額 55,308 55,559 

利息の支払額 △107,883 △88,406 

法人税等の支払額 △942,023 △567,528 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,980,700 487,613 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △1,044,085 △486,691 

有形固定資産の売却による収入 22,811 20,049 

投資有価証券の取得による支出 △15,690 △5,155 

投資有価証券の売却及び償還による収入 88,658 - 

貸付金の回収による収入 42,080 12,100 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
- △1,587,806 

その他 △124,634 △96,382 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,030,861 △2,143,885 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
 至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成29年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △500,000 1,787,018 

長期借入れによる収入 5,900,000 4,100,000 

長期借入金の返済による支出 △4,427,884 △5,299,166 

配当金の支払額 △148,397 △148,245 

非支配株主への配当金の支払額 △3,115 △3,110 

セール・アンド・リースバックによる収入 61,494 - 

リース債務の返済による支出 △358,533 △312,590 

その他 △376 △3 

財務活動によるキャッシュ・フロー 523,186 123,903 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △31,386 △67,667 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,441,639 △1,600,036 

現金及び現金同等物の期首残高 3,955,561 6,397,200 

現金及び現金同等物の期末残高 6,397,200 4,797,164 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。なお、この変更による影響は軽微であります。

 

（会計上の見積りの変更）

環境対策引当金の計上

 当連結会計年度において、連結子会社の製造過程で生じる廃棄物の処理費用について合理的な見積りが可能となっ

たことから、処理費用の見積額を特別損失として計上しております。

 この変更により、従来の方法と比べて、税金等調整前当期純利益が106,000千円減少しております。

 

（セグメント情報等）

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは持株会社体制を採用しており、各連結子会社が事業活動を行っております。 

 当社グループは、各連結子会社が行う事業活動を基礎として製品別のセグメントから構成されており「素形材事

業」「土木建築機材事業」「産業機械事業」「不動産賃貸事業」の４報告セグメントとしております。 

 「素形材事業」は金属製品、「土木建築機材事業」は土木建築関連製品、「産業機械事業」は設備関連製品を製造

販売し、「不動産賃貸事業」は不動産賃貸関連事業を行っております。 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間取引の価格につきましては、第三者間取引価格と同額であります。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

連結財務諸表 

計上額   素 形 材 土木建築機材 産 業 機 械 不動産賃貸 計 

売上高              

外部顧客への売上高 10,653,454 12,218,159 6,936,314 478,313 30,286,242 - 30,286,242 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
689,668 199 346,105 77,806 1,113,779 △1,113,779 - 

計 11,343,122 12,218,359 7,282,420 556,119 31,400,022 △1,113,779 30,286,242 

セグメント利益又は損

失（△） 
△124,309 1,040,613 676,575 371,615 1,964,494 △514,031 1,450,463 

セグメント資産 15,005,110 13,526,211 7,320,654 3,862,369 39,714,347 △4,632,733 35,081,614 

セグメント負債 9,469,685 8,781,158 1,760,706 2,532,672 22,544,222 △3,243,224 19,300,997 

その他の項目              

減価償却費 584,297 131,434 246,891 93,516 1,056,139 17,047 1,073,186 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
406,317 86,860 506,985 102,965 1,103,218 7,500 1,110,628 
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日） 

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

連結財務諸表 

計上額   素 形 材 土木建築機材 産 業 機 械 不動産賃貸 計 

売上高              

外部顧客への売上高 11,294,667 13,910,090 6,267,111 509,757 31,981,626 - 31,981,626 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
576,418 229 450,579 77,806 1,105,033 △1,105,033 - 

計 11,871,085 13,910,319 6,717,691 587,563 33,086,659 △1,105,033 31,981,626 

セグメント利益 853,134 1,173,695 299,076 379,651 2,705,556 △540,434 2,165,121 

セグメント資産 17,132,742 15,621,156 7,718,430 3,726,410 44,198,741 △6,425,521 37,773,219 

セグメント負債 10,838,704 11,939,274 1,950,672 2,418,982 27,147,634 △6,185,625 20,962,008 

その他の項目              

減価償却費 408,093 169,296 275,161 111,804 964,356 18,203 982,560 

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
227,513 1,531,003 198,642 124,357 2,081,516 41,536 2,123,052 

 

（注）報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

下記の表内の金額単位は千円であります。

利益又は損失 前連結会計年度 当連結会計年度 

セグメント間取引消去・連結消去 106,016 124,041 

全社費用 △620,047 △664,475 

 
資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

連結消去 △22,105,133 △28,404,707 

全社資産 17,472,399 21,979,185 

 
負債 前連結会計年度 当連結会計年度 

連結消去 △15,329,012 △22,387,590 

全社負債 12,085,787 16,201,964 

 

その他の項目 
全社関連 連結修正 

前連結会計年度 当連結会計年度 前連結会計年度 当連結会計年度 

減価償却費 17,047 18,203 - - 

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額 
7,500 41,536 - - 

 

- 13 -

株式会社川金ホールディングス（5614）　平成29年３月期　決算短信



（１株当たり情報）

  
前連結会計年度 

（自 平成27年４月１日 
    至 平成28年３月31日） 

当連結会計年度 
（自 平成28年４月１日 

    至 平成29年３月31日） 

１株当たり純資産額 707円51銭 754円90銭 

１株当たり当期純利益金額 

又は１株当たり当期純損失金額（△） 
△56円49銭 38円15銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 - - 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

２．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額（△）の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
前連結会計年度 

(自 平成27年４月１日 
  至 平成28年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成28年４月１日 

  至 平成29年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額 

又は１株当たり当期純損失金額（△） 
   

親会社株主に帰属する当期純利益

又は親会社株主に帰属する当期純損失金額（△）

（千円）

△1,119,204 755,781 

普通株主に帰属しない金額（千円） - - 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

又は普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

損失金額（△）（千円）

△1,119,204 755,781 

期中平均株式数（千株） 19,813 19,813 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 
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